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学位論⽂内容の要旨  

 

 

博 ⼠ の 専 攻 分 野 の 名 称 ： 博 ⼠ （ ⽔ 産 科 学 ）     ⽒ 名 ： 宮 部 好 克  

 

学  位  論  ⽂  題  ⽬  

低利⽤海藻ダルスおよびマツモの成分・加⼯特性の解明に関する研究 
 

 近 年 ,  海 藻 を は じ め と す る ⽔ 産 物 の 消 費 量 は 調 理 す る 際 に ⼿ 間 が か

か る こ と か ら ,  減 少 傾 向 に あ る 。 そ の た め ,  消 費 者 の 海 藻 へ の ア ク セ

ス を 改 善 す る に は ,  海 藻 を 簡 便 に ⾷ す る こ と が で き ,  か つ そ の 栄 養 成

分 や 健 康 機 能 の 損 失 を 抑 え た 加 ⼯ 品 の 研 究 開 発 が 必 要 で あ る 。 そ こ で

本 研 究 は ,  北 ⽇ 本 地 域 に 分 布 す る 低 利 ⽤ 海 藻 の 有 効 利 ⽤ を ⽬ 的 と し て ,  

ダ ル ス  ( D e v a l e r a e a  i n k y u l e e i )  お よ び マ ツ モ  ( A n a l i p u s  j a p o n i c u s )  

の 主 要 成 分 に つ い て 分 析 を ⾏ い ,  こ れ ら の レ ト ル ト ⾷ 品 の 栄 養 成 分 お

よ び 健 康 機 能 に 加 ⼯ ⼯ 程 が 及 ぼ す 影 響 の 解 明 を 試 み た 。 ま た ,  ⽔ 産 物

の レ ト ル ト ⾷ 品 に つ い て ,  原 材 料 の 個 体 差 が ⼤ き く ,  加 ⼯ ⼯ 程 が 多 い

こ と か ら ,  そ の 栄 養 成 分 や 健 康 機 能 に 関 す る 研 究 事 例 は ほ と ん ど ⾒ ら

れ な い 。 そ こ で 本 研 究 で は ,  前 述 の 海 藻 レ ト ル ト ⾷ 品 の 検 討 を ⾏ う た

め ,  加 ⼯ ⼯ 程 の 諸 要 因 が ⽔ 産 物 レ ト ル ト ⾷ 品 の 栄 養 成 分 に 及 ぼ す 影 響

を 定 量 的 に 数 値 化 す る 評 価 法 の 確 ⽴ を 試 み た 。  

第 1 章 で は ,  北 海 道 産 ダ ル ス お よ び ⻘ 森 県 産 マ ツ モ の 主 要 成 分 の 分

析 を ⾏ い ,  そ れ ら の 成 分 特 性 を 把 握 し た 。 ま ず ,  北 海 道 産 ダ ル ス の 主

要 成 分 は フ ィ コ ビ リ タ ン パ ク 質 の フ ィ コ エ リ ス リ ン  ( P E )  で あ り ,  そ

の 含 有 量 は 市 販 の ア マ ノ リ 属 よ り も 少 な い が ,  他 の 北 海 道 産 の 紅 藻 類

よ り も 多 い こ と を ⽰ し た 。 そ し て ,  北 海 道 産 ダ ル ス の 葉 緑 体 D N A の

全 塩 基 配 列 を 決 定 す る こ と で ,  P E 遺 伝 ⼦ の 塩 基 配 列 お よ び 演 繹 ア ミ ノ

酸 配 列 を 明 ら か に し た 。 こ の 演 繹 ア ミ ノ 酸 配 列 を 他 の 藻 類 の も の と ⽐

較 し た 結 果 ,  北 海 道 産 ダ ル ス の P E は ス サ ビ ノ リ と 類 似 し た ⼀ 次 構 造



で あ っ た 。 さ ら に ,  北 海 道 産 ダ ル ス P E を 結 晶 化 し ,  ⽴ 体 構 造 を 決 定 し

た 。 こ の 結 果 か ら ,  北 海 道 産 ダ ル ス P E の ⽴ 体 構 造 は ,  紅 藻 類 の P E に

特 徴 的 な 構 造 を 有 し て い る こ と を ⽰ し た 。 次 に ,  ⻘ 森 県 産 マ ツ モ に つ

い て ,  ⾊ 素 ,  タ ン パ ク 質 ,  炭 ⽔ 化 物 の 分 析 を ⾏ い ,  そ れ ら の 主 要 分 ⼦ 種

を 把 握 し た 。 マ ツ モ か ら ⽔ 抽 出 物 お よ び 有 機 溶 媒 抽 出 物 を 調 製 し ,  そ

れ ら を 可 視 光 吸 収 ス ペ ク ト ル 分 析 お よ び 薄 層 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー 法  

( T L C )  に供し た 。 そ の 結 果 ,  ⻘ 森 県 産 マ ツ モ の 主 要 な ⾊ 素 は クロロフ

ィ ル a ,  フ コキサ ンチン ,  クロロフ ィ ル c で あ る こ と を ⽰ し た 。 ⻘ 森 県

産 マ ツ モ の ⽔ 抽 出 物 を ポ リ ア ク リ ル ア ミ ド 電 気 泳 動 法  ( S D S - P A G E )  

に 供 し た 結 果 ,  光 合 成 に 関 連 す る と 考 え ら れ る タ ン パ ク 質 の バ ン ド が

複 数 検 出 さ れ た 。 さ ら に ,  ⻘ 森 県 産 マ ツ モ の ⽔ 抽 出 物 を 加 ⽔ 分 解 し ,  

⾼速液体 クロマ トグラフ ィー  ( H P L C )  法 に供し た 。 そ の 結 果 ,  フ コイ

ダ ン に 特 徴 的 に み ら れ る L - フ コース ,  ガラク トース ,  マ ン ノース ,  キ

シ ロ ー ス ,  ラ ム ノ ー ス が ,  ⻘ 森 県 産 マ ツ モ の ⽔ 抽 出 物 の 加 ⽔ 分 解 物 に

含 有 さ れ る こ と を ⽰ し た 。  

第 2 章 で は , ⽔ 産 物 レ ト ル ト ⾷ 品 の 栄 養 成 分 に 及 ぼ す 加 ⼯ ⼯ 程 の 影 響

を 定 量 的 に 数 値 化 す る 評 価 法 の 確 ⽴ を 試 み た 。 レ ト ル ト ⾷ 品 は複数 の

加 ⼯ ⼯ 程 を 有 す る こ と か ら ,  従 来 の 総 当 た り で 試 験 区 を 設 定 す る 要 因

配 置 実 験 で は ,  試 験 区 数 が 膨 ⼤ に な り ,  実 験 を ⾏ う こ と が 困 難 で あ っ

た 。 そ こ で ,  直 交 表 を ⽤ い た 実 験 計 画 法 に よ る 部 分 配 置 実 験 に よ り ,  

最 低 限 の 試 験 区 設 定 に よ る 実 験 を ⾏ っ た 。 本 研 究 で は ,  ⽔ 産 物 レ ト ル

ト ⾷ 品 の 包 装 条 件 ,  原 料 ⿂ ,  調 味 液 が 実 験 結 果 に 影 響 を 与 え る 要 因 と

仮定 し ,  加 ⼯ 前後に おける⿂⾁の ⼀般成 分  ( ⽔ 分 ,  脂質 ) ,  脂肪酸  { エ

イコ サ ペ ン タ エ ン 酸  ( E P A ) ,  ドコ サヘキサ エ ン 酸  ( D H A ) } ,  ミネラル  

{ナト リウム  ( N a ) ,  マグネシウム ( M g ) } を 調べた 。 そ の 結 果 ,  包装条

件は D H A お よ び M g 以外の 栄 養 成 分 の残存率に 影 響 を 及 ぼ し た 。 原

料⿂は M g 以外の 栄 養 成 分 の残存率に 影 響 を 及 ぼ し た 。 調味液は脂質

お よ び D H A 以外の 栄 養 成 分 の残存率に 影 響 を 及 ぼ し た 。 こ れ ら の 結

果 か ら ,  ⽔ 産 物 レ ト ル ト ⾷ 品 に おける⿂⾁の ⽔ 分 ,  脂質 ,  脂肪酸  ( E P A ,  

D H A ) ,  ミ ネ ラ ル  ( N a ,  M g )  を 保 持 す る に は 原 材 料 ,  調 味 液 ,  加 熱 温



度の制御が重要 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。直交表に よ る実験計画

法 を ⽤ い る こ と で ,  ⽔ 産 物 レ ト ル ト ⾷ 品 の 加 ⼯ ⼯ 程 に お け る 諸 要 因 が

⿂ ⾁ の 各 種 成 分 に 影 響 す る こ と を ,  従 来 法 に ⽐ べ て 少 な い 回 数 で 定 量

的 に 数 値 と し て 把 握 す る こ と が で き た 。  

第 3  章 で は ,  第 2 章 で 有 効 性 を ⽰ し た直交表に よ る実験計画法 を ⽤

い て ,  海 藻 レ ト ル ト ⾷ 品 の 栄 養 成 分 お よ び 健 康 機 能 に 及 ぼ す 加 ⼯ ⼯ 程

の 影 響 の 解 明 を 試 み た 。 本 研 究 で は ,  海 藻 レ ト ル ト ⾷ 品 の 原 材 料 ,  包

装条件 ,  調味液 ,  加熱温度 ,  加熱時間 が実験結 果 に 影 響 を与え る 要 因 と

仮定 し ,  加 ⼯ 前後に おける 藻 体 の ⼀般成 分  ( ⽔ 分 ,  脂質 ,  灰分 ,  タ ン パ

ク 質 ,  炭 ⽔ 化 物 ) ,  脂肪酸  ( E P A ) ,  ミネラル  { N a ,  カリウム  ( K ) } ,  抗

酸 化 ⼒  ( D P P H ラ ジ カ ル 消 去 活 性 )  を 調 べ た 。 そ の 結 果 ,  原 材 料 は 藻

体 の タ ン パ ク 質以外の 栄 養 成 分 と抗酸 化⼒に 影 響 を 及 ぼ し た 。包装条

件は 藻 体 の ⽔ 分 の み に 影 響 を 及 ぼ し た 。 加熱温度は灰分 ,  炭 ⽔ 化 物 ,  K

以外の 栄 養 成 分 に 影 響 を 及 ぼ し た 。 加熱時間 は 栄 養 成 分 の ⽔ 分 に の み

影 響 を 及 ぼ し た 。 た だ し ,  本 研 究 で は ,  包 装 条 件 お よ び 加 熱 時 間 が 加

⼯後の 藻 体 の ⽔ 分 に 及 ぼ す 影 響 の寄与率が共に 他 の 要 因 に ⽐べて 低 い

こ と か ら ,  本 要 因 を ⽔ 分 の 制 御 要 因 と す る の は 困 難 で あ る と 考 え ら れ

た 。 こ れ ら の 結 果 か ら ,  海 藻 レ ト ル ト ⾷ 品 に お け る 藻 体 の 栄 養 成 分 お

よ び 抗 酸 化 ⼒ を 保 持 す る に は ,  原 材 料 ,  調 味 液 お よ び 加 熱 温 度 の 制 御

が重要 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。  

 以 上 ,  本 研 究 で は ,  低 利 ⽤ 海 藻 の ダ ル ス お よ び マ ツ モ の 主 要 成 分 の

特 性 を 把 握 し ,  そ れ ら の レ ト ル ト ⾷ 品 の 栄 養 成 分 お よ び 健 康 機 能 に 及

ぼ す 加 ⼯ ⼯ 程 の 影 響 を 解 明 し た 。 す な わ ち ,  本 論 ⽂ の 種 々 の 知 ⾒ は ,  

学 術 的 新 規 性 と 同 時 に 実 ⽤ 性 を 兼 ね 備 え て い る 。 こ の た め ,  本 論 ⽂ の

知 ⾒ を 活 ⽤ す る こ と で ,  未 ・ 低 利 ⽤ 海 藻 の 有 効 利 ⽤ ,  ⽔ 産 物 の 新 規 加

⼯ 品 の 開 発 が ⼤ い に 期 待 で き る 。 ま た ,  加 ⼯ 品 に 限 ら ず ,  調 理 品 に つ

い て も 本論⽂の知⾒ を活⽤ す る こ と が期待で き る 。  

 


